
現場レポート
クレア支部

山形県みらい企画創造部国際人材活躍・コンベンション誘致推進課

山形県の多文化共生に向けた取り組みについて

山形県の現状
山形県の県内在住外国人数は、2023 年 12 月末時点

で 9,111 人となり、前年に続き最多を更新しました。
国籍別ではベトナムが 2,677 人で最も多く、全体の約
３割を占めています。在留資格別では、「永住者」が
3,302 人で最も多いものの、近年の傾向として、「技能
実習」や「特定技能」の在留資格が増えてきており、本
県で働く外国人労働者数は、2023 年 10 月末時点で過
去最高の 5,743 人となりました。

県内のあらゆる産業分野において人手不足が深刻化す
るなか、地域の活力を持続させるためには、今後、より
一層外国人を受け入れ、定着を促していくことが求めら
れています。このため、労働環境の改善などの事業所に
おける取り組みと併せ、地域においても外国人を社会を
構成する一員として受け入れていくという視点に立っ
て、外国人が安心して暮らせる環境整備を進めていくこ
とが重要です。

このため本県では、2024 年度に、日本人も外国人も
互いを認め合い、地域を構成する一員として共に活躍で
きる「多文化共生社会」の実現に向けたアクションプラ
ンとなる「山形県多文化共生推進プラン（仮称）」を策
定する予定です。策定に当たっては、「①国際交流及び
国際協力を推進する」「②外国人材の受入拡大及び定着
を促進する」「③外国人が安心して暮らせる環境整備を
促進する」「④日本人と外国人との相互理解を促進する」

という４つの観点から、共生社会の実現に必要となる施
策の検討を進めています。

これらの観点から、本プラン策定に先駆けて取り組ん
でいる「国際協力活動推進事業」「在住外国人魅力体験
バスツアー」の２つの事業について紹介します。

国際協力活動推進事業
戦前から、国策に基づき南米などの海外に移住した

人々により構成される山形県人会は、長らく本県と現地
の友好親善の進展に大きな役割を果たしてきましたが、
会員の高齢化が進み、活動を支える後継者の確保が課題
となっています。

このため本事業では、県人会の将来を担う若い世代を
対象に、日本および本県に関心を持ち続けてもらうため
に、南米の山形県人会から推薦された人を研修員として
本県に受け入れています。2024 年度は７月下旬から
10 月中旬の約３カ月間、ブラジルから１人、ペルーか
ら１人が来県し、それぞれが日本語の研修や本県農業に
関する技術研修に取り組みました。

新型コロナウイルス感染症の流行前は技術研修をメイ
ンに受け入れてきましたが、2024 年度は、より本県へ
の理解を深めてもらうため、研修の合間に山形花笠まつ
りに参加したほか、芋煮づくりの交流ワークショップを
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専門学校 山形Ⅴカレッジで日本語を学習する様子
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開催するなど、県内の若い世代と直に交流する機会も持
ちました。加えて、ホームステイや県内企業などの見学、
自身のルーツを探る観光地視察など、ふるさと「山形」
に対する興味や関心を高めてもらう機会の充実を図って
います。

研修員の２人には、母国に帰国した後でも、本県で得
られた知識や技術を生かして大いに活躍することを期待
するとともに、本県と現地との交流促進の懸け橋となっ
て、継続した信頼関係の構築と新たな交流に協力いただ
きたいと考えています。

在住外国人魅力体験バスツアー
本事業は、県内在住外国人に、本県の魅力をさまざま

な観点から感じてもらい、本県のファンになってもらう
こと、そして、外国人目線で本県の魅力を国内外へ発信
してもらい、本県の認知度向上を図ることを目的として
います。

2024 年６月に実施したツアーでは、本県の主要な観
光地である月山や慈恩寺を訪れたほか、さくらんぼ狩り
や将棋の書き駒作成を体験しました。

参加した在住外国人の参加者からは、「さくらんぼが
とてもおいしかった」「月山からの景色がとても綺麗だっ
た」「またツアーに参加したい」など、本県の魅力を十
分に感じたという意見があったほか、今回訪れることが
できなかった観光地にも行きたいという声も多く挙が
り、ツアーを通して本県への興味・関心を高めることが
できたと感じています。また、参加者が撮影した写真や
ツアーを通して感じたことなどを SNS で発信し、国内
外の多くの人に魅力が伝えられたと考えています。

今後も、本県をより多くの人に知ってもらうため、引
き続き本事業を通した魅力の発信に努めていきたいと考
えています。

おわりに
山形県は、全国的に見ても人口に占める外国人の割合

が低く、外国人にとって知名度が高くはありませんが、
縁あって山形に来てくださった外国人を歓迎し、交流す
ることで、山形の良さを知ってもらい、地域の一員とし
て定着いただくとともに、母国との懸け橋になっていた
だけるよう、多文化共生社会の実現に向けて取り組んで
まいります。
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将棋の書き駒体験の様子

県農業総合研究センターで技術研修に取り組む様子

バスツアーのチラシ（2024 年６月）


